
（
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

改

正

後

改

正

前

（
局
所
排
気
装
置
の
定
期
自
主
検
査
）

（
局
所
排
気
装
置
の
定
期
自
主
検
査
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
定
期
自
主
検
査
）

（
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
定
期
自
主
検
査
）

第
二
十
条
の
二

（
略
）

第
二
十
条
の
二

（
略
）

２

事
業
者
は
、
前
項
の
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
年
を
超
え
る
期
間
使
用
し
な
い
同
項
の

装
置
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
関
し
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
排
風
機
」
と
あ
る
の
は
「
送
風
機
及
び
排
風
機
」
と
、
同
項
第
六
号

中
「
吸
気
」
と
あ
る
の
は
「
送
気
、
吸
気
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一

フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
及
び
フ
ァ
ン
の
摩
耗
、
腐
食
、
く
ぼ
み
そ
の
他
損
傷
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

（
新
設
）

二

ダ
ク
ト
及
び
排
風
機
に
お
け
る
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
状
態

（
新
設
）

三

送
風
機
及
び
排
風
機
の
注
油
状
態

（
新
設
）

四

ダ
ク
ト
の
接
続
部
に
お
け
る
緩
み
の
有
無

（
新
設
）

五

電
動
機
と
フ
ァ
ン
を
連
結
す
る
ベ
ル
ト
の
作
動
状
態

（
新
設
）

六

送
気
、
吸
気
及
び
排
気
の
能
力

（
新
設
）

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

（
新
設
）

３

事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

第
六
条

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
記
録
）

（
記
録
）

第
二
十
一
条

事
業
者
は
、
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
前
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
自
主
検

査
を
行
つ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

事
業
者
は
、
前
二
条
の
自
主
検
査
を
行
な
つ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
て
、
こ
れ
を
三
年

間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
前
項
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」
と
、「
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
前

条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
若
し
く
は

第
三
項
又
は
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
補
修
）

（
補
修
）

第
二
十
三
条

事
業
者
は
、
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第

三
項
の
自
主
検
査
又
は
前
条
の
点
検
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

事
業
者
は
、
第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
自
主
検
査
又
は
前
条
の
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補

修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

個
人
事
業
者
は
、
第
二
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
二
十
条
の

二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
自
主
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常

を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
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